地域生活支援センターふらっとめいじ　施設利用に於ける禁止事項

ふらっとめいじも社会 (しゃかい)の一部 (いちぶ)です。社会 (しゃかい)で迷惑 (めいわく)・不適切 (ふてきせつ)・違法 (いほう)とされていることはふらっとめいじでも同様 (どうよう)です。
すべての方 (ほう)が安心 (あんしん)・安全 (あんぜん)に利用 (りよう)できるよう以下 (いか)の行為 (こうい)を禁止 (きんし)します。
以下 (いか)1～9の行為 (こうい)があった場合 (ばあい)は直 (ただ)ちに利用 (りよう)登録 (とうろく)を抹消 (まっしょう)し、如何なる理由 (りゆう)においても利用 (りよう)再登録 (さいとうろく)は認 (みと)められません。
また10～18の行為 (こうい)については一時的 (いちじてき)に施設 (しせつ)利用 (りよう)を禁止 (きんし)し、再度 (さいど)禁止 (きんし)行為 (こうい)があった場合 (ばあい)は利用 (りよう)登録 (とうろく)を抹消 (まっしょう)します。

1.　 暴力 (ぼうりょく)行為 (こうい)、自傷 (じしょう)行為 (こうい)、恫喝 (どうかつ)、誹謗 (ひぼう)中傷 (ちゅうしょう)、窃盗 (せっとう)、器物 (きぶつ)損壊 (そんかい)
これらは他 (た)者 (しゃ)の安 (あん)心 (しん)・安 (あん)全 (ぜん)を脅 (おびや)かす行 (こう)為 (い)であり、法 (ほう)律 (りつ)で禁 (きん)止 (し)されています。

2.　 他 (た)者 (しゃ)に対 (たい)する過 (か)干 (かん)渉 (しょう)、人 (じん)格 (かく)否 (ひ)定 (てい)、プ (ぷ)ラ (ら)イ (い)バ (ば)シ (し)ー (ー)の侵 (しん)害 (がい)
自 (じ)分 (ぶん)にとっての善 (ぜん)意 (い)や正 (せい)義 (ぎ)感 (かん)が他 (た)者 (しゃ)にとっては迷 (めい)惑 (わく)行 (こう)為 (い)になり得 (う)ることがあります。
また、すべての利用者 (りようしゃ)は対等 (たいとう)であり、特定 (とくてい)の利用者 (りようしゃ)が他 (ほか)の利用者 (りようしゃ)の上 (うえ)に立 (た)つことは認 (みと)められません。

3.　 他 (た)者 (しゃ)に対 (たい)する布 (ふ)教 (きょう)活 (かつ)動 (どう)、政 (せい)党 (とう)への勧 (かん)誘 (ゆう)、差 (さ)別 (べつ)的 (てき)発 (はつ)言 (げん)・行 (こう)為 (い)
信仰 (しんこう)・信条 (しんじょう)は個人 (こじん)の自由 (じゆう)であり権利 (けんり)ですが、個人的 (こじんてき)なものであることから施設内 (しせつない)での布教 (ふきょう)や勧誘 (かんゆう)は禁止 (きんし)して
います。また、他 (た)者 (しゃ)の権 (けん)利 (り)や尊 (そん)厳 (げん)を侵 (しん)害 (がい)する行 (こう)為 (い)や発 (はつ)言 (げん)は一 (いっ)切 (さい)認 (みと)められません。

4.　 施設内 (しせつない)での飲酒 (いんしゅ)・酒類 (しゅるい)の持 (も)ち込 (こ)み（ノンアルコール (のんあるこーる)飲料 (いんりょう)含 (ふく)む）・酒気 (しゅき)帯び (おび)の来所 (らいしょ)、違法 (いほう)薬物 (やくぶつ)及 (およ)び
精神 (せいしん)作用 (さよう)物質 (ぶっしつ)の持 (も)ち込 (こ)み・使用 (しよう)
施設 (しせつ)はアルコール (あるこーる)依存 (いぞん)や薬物 (やくぶつ)依存 (いぞん)と日々 (ひび)戦 (たたか)っている方 (かた)も利用 (りよう)しています。依存症 (いぞんしょう)の再燃 (さいねん)や飲酒 (いんしゅ)欲 (よく)を
誘発 (ゆうはつ)する行為 (こうい)は認 (みと)められません。

5.　 武 (ぶ)器 (き)、刃 (は)物 (もの)、化 (か)学 (がく)薬 (やく)品 (ひん)等 (とう)の危 (き)険 (けん)物 (ぶつ)と認 (みと)められる物 (ぶっ)品 (ぴん)の持 (も)ち込 (こ)み
これらの物品 (ぶっぴん)は施設 (しせつ)利用 (りよう)に於 (お)いては不要 (ふよう)であり、持 (も)ち込 (こ)みは他者 (たしゃ)の安心 (あんしん)・安全 (あんぜん)を脅 (おびや)かす行為 (こうい)となります。

6.　 他 (た)者 (しゃ)との金 (きん)品 (ぴん)の授 (じゅ)受 (じゅ)、貸 (たい)借 (しゃく)、商 (しょう)行 (こう)為 (い)
トラブルを誘発 (ゆうはつ)することが予見 (よけん)される行為 (こうい)は施設内 (しせつない)では禁止 (きんし)です。また、施 (し)設 (せつ)外 (がい)での同 (どう)様 (よう)の行 (こう)為 (い)については
自 (じ)己 (こ)責 (せき)任 (にん)とし、事 (じ)業 (ぎょう)所 (しょ)は関 (かん)知 (ち)致 (いた)しません。

7.　 施設内 (しせつない)及 (およ)び周辺 (しゅうへん)での写真 (しゃしん)撮影 (さつえい)・動画 (どうが)撮影 (さつえい)・録音 (ろくおん)
プライバシー (ぷらいばしー)及 (およ)び個人 (こじん)情報 (じょうほう)保護 (ほご)の観点 (かんてん)から、施設内 (しせつない)での撮影 (さつえい)行為 (こうい)を一切 (いっさい)禁止 (きんし)致 (いた)します。

8.　 個人 (こじん)情報 (じょうほう)の拡散 (かくさん)
施設内 (しせつない)で知 (し)り得 (え)た利用者 (りようしゃ)及 (およ)び職員 (しょくいん)の個人 (こじん)情報 (じょうほう)を、SNS (えすえぬえす)等 (とう)インターネット上 (いんたーねっとじょう)を含 (ふく)め無関係 (むかんけい)の方 (かた)に広 (ひろ)めることは
やめてください。SNS (えすえぬえす)投稿 (とうこう)等 (など)によるトラブル (とらぶる)について、当施設 (とうしせつ)は一切 (いっさい)関与 (かんよ)せず、責任 (せきにん)を負 (お)いません。

9.　 施 (し)設 (せつ)・特 (とく)定 (てい)の職 (しょく)員 (いん)や利 (り)用 (よう)者 (しゃ)に対 (たい)する誹 (ひ)謗 (ぼう)中 (ちゅう)傷 (しょう)
記 (き)名 (めい)・匿 (とく)名 (めい)問 (と)わず他 (た)者 (しゃ)の権 (けん)利 (り)や尊 (そん)厳 (げん)を侵 (しん)害 (がい)する行 (こう)為 (い)や発 (はつ)言 (げん)は一 (いっ)切 (さい)認 (みと)められません。

10.　個人 (こじん)所有 (しょゆう)の携帯 (けいたい)電話 (でんわ)、スマートフォン (すまーとふぉん)、タブレット (たぶれっと)、音楽 (おんがく)プレーヤー (ぷれーやー)の充電 (じゅうでん)
施設 (しせつ)は個人 (こじん)の所有物 (しょゆうぶつ)に掛かる (かかる)費用 (ひよう)は一切 (いっさい)負担 (ふたん)できません。

11.　大 (おお)声 (ごえ)を出 (だ)すこと・大 (おお)きな声 (こえ)での携 (けい)帯 (たい)電 (でん)話 (わ)の通 (つう)話 (わ)
大 (おお)声 (ごえ)は他 (た)者 (しゃ)への迷 (めい)惑 (わく)行 (こう)為 (い)です。

12.　2階 (かい)室内 (しつない)以外 (いがい)での飲食 (いんしょく)
飲 (いん)食 (しょく)は指 (し)定 (てい)の場 (ば)所 (しょ)でお願 (ねが)いいたします。

13.　エアコン (えあこん)の操作 (そうさ)
快適 (かいてき)な気温 (きおん)は個人 (こじん)により異 (こと)なりますが、施設 (しせつ)は個人宅 (こじんたく)ではありません。気温 (きおん)調整 (ちょうせい)は職員 (しょくいん)が行 (おこ)ないます。

14.　「感 (かん)染 (せん)症 (しょう)対 (たい)策 (さく)」に反 (はん)する行 (こう)為 (い)
他 (た)者 (しゃ)の健 (けん)康 (こう)を害 (がい)することがないよう、感 (かん)染 (せん)症 (しょう)に罹 (り)患 (かん)している期 (き)間 (かん)は施 (し)設 (せつ)来 (らい)所 (しょ)をお控 (ひか)えください。

15.　「パ (ぱ)ソ (そ)コ (こ)ン (ん)利 (り)用 (よう)規 (き)定 (てい)」に反 (はん)する行 (こう)為 (い)
別 (べっ)紙 (し)「パ (ぱ)ソ (そ)コ (こ)ン (ん)利 (り)用 (よう)規 (き)定 (てい)」をご確 (かく)認 (にん)ください。

16.　自己 (じこ)判断 (はんだん)による通院 (つういん)中断 (ちゅうだん)・服薬 (ふくやく)中断中 (ちゅうだんちゅう)の来所 (らいしょ)
大 (おお)阪 (さか)市 (し)が定 (さだ)める地 (ち)域 (いき)活 (かつ)動 (どう)支 (し)援 (えん)セ (せ)ン (ん)タ (た)ー (ー)（生 (せい)活 (かつ)支 (し)援 (えん)型 (がた)）の利 (り)用 (よう)要 (よう)件 (けん)は、精神科 (せいしんか)医療 (いりょう)機関 (きかん)に通院中 (つういんちゅう)であることと
されています。適 (てき)切 (せつ)な医 (い)療 (りょう)の提 (てい)供 (きょう)を受 (う)け、治 (ち)療 (りょう)を継 (けい)続 (ぞく)している状 (じょう)況 (きょう)でご来 (らい)所 (しょ)願 (ねが)います。

17.　利用者 (りようしゃ)以外 (いがい)の人物 (じんぶつ)を同伴 (どうはん)して来所 (らいしょ)
当事業所 (とうじぎょうしょ)は利用 (りよう)登録 (とうろく)されている方 (かた)のみが利用 (りよう)できます。利用者 (りようしゃ)同士 (どうし)の交流 (こうりゅう)を目的 (もくてき)としていることから、
家族 (かぞく)や友人 (ゆうじん)の同伴 (どうはん)はお控 (ひか)えください。尚 (なお)、移 (い)動 (どう)支 (し)援 (えん)サ (さ)ー (ー)ビ (び)ス (す)のヘ (へ)ル (る)パ (ぱ)ー (ー)はこの規 (き)定 (てい)の対 (たい)象 (しょう)外 (がい)です。

18.　ペット (ぺっと)同伴 (どうはん)の来所 (らいしょ)
利用者 (りようしゃ)の中 (なか)には生 (い)き物 (もの)が苦手 (にがて)な方 (かた)やアレルギー (あれるぎー)がある方 (かた)がいらっしゃることからすべての動植物 (どうしょくぶつ)の持 (も)ち込 (こ)みを
禁止 (きんし)致 (いた)します。

●カスタマーハラスメント防止について
弊所は、利用者様・各関係者様に対して真摯に対応し、信頼や期待に応えることで、より高い満足を提供することを
心掛けます。 
一方で、利用者様・各関係者様からの要求や言動の中には、職員の人格を否定する言動、暴力、性的な要求等の職員の
尊厳を傷つけるものもあり、これらの行為は、職場環境の悪化を招く、あってはならない問題です。 
わたしたちは、職員の人権を尊重するため、このような利用者様・各関係者様の要求や言動に対しては、毅然とした態度で
対応し、職員を保護します。 
また、職員が利用者様・各関係者様からこれらの行為を受けた際には、法人に報告・相談することが義務付けられて
おり、法人は報告・相談があった際には組織的に対応し、所轄機関と連携して法令を遵守します。

●ご利用 (りよう)時 (じ)のお願 (ねが)い●
私物 (しぶつ)や貴重品 (きちょうひん)はご自 (じ)身 (しん)で管理 (かんり)してください。事業所 (じぎょうしょ)は、紛失 (ふんしつ)・破損 (はそん)等 (など)の責任 (せきにん)は負 (お)いかねます。
ご協 (きょう)力 (りょく)をお願 (ねが)いいたします。

特定非営利活動法人ウィズ
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